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次年度のサツマイモの生育初期に本種の発生に注意しましょう。 

病害虫発生予察特殊報第４号 

令和元年 11月 21日 

三重県病害虫防除所 

 

 本県のサツマイモにおいて、ヨツモンカメノコハムシの発生を確認しましたので、 

特殊報として発表します。 

 

 

 

1 病 害 虫 名 ： ヨツモンカメノコハムシ 

 学名：Laccoptera quadrimaculata (Thunberg) 

2 発生確認作物 ： サツマイモ 

 

3 発生確認地域  ： 三重県東紀州地域 

 

4 発生確認の経過 

令和元年5月28日、三重県東紀州地域のサツマイモ栽培ほ場において、定植後間

もないサツマイモの葉を食害するハムシ科甲虫が確認されたため、本虫を農林水産省

名古屋植物防疫所へ同定を依頼したところ、ヨツモンカメノコハムシであることが確認さ

れた。 

その後の当所による本種の県内全域の分布域調査において、東紀州地域の数地

点のサツマイモ、ノアサガオで確認されたが、現時点では東紀州地域以外では確認さ

れていない。 

本種は主に沖縄本島以南の熱帯～亜熱帯に分布していたが、平成 11 年に長崎県

で確認されて以降、これまでに鹿児島県、宮崎県、静岡県、東京都（大島、三宅島）、

愛媛県、山口県、大分県、高知県、神奈川県、和歌山県の 11 都県から病害虫発生予

察特殊報が発表されている。 

 

5 本種の特徴 

成虫は扁平なだ円形で、体長 7.5～9mm程度である。 

体の中央部はやや艶のある茶褐色、周縁部は半透明かつ黄褐色で、鞘翅の前方と後

方の縁に黒褐色の大型斑紋がある（図 1）。 

幼虫は扁平な紡錘形で、周囲体側にトゲ（樹枝）状突起を有し、背面に脱皮殻や糞

を背負う。 

成虫は、4月～11月頃まで野外で観察されている。 




